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なんで Policy Lab. Shiga をやろうと思ったのか



洞察に対する姿勢 
（客観性）

UX SHIGA
成安造形大学UX研修プログラム

「階層的な組織・事務分掌」→「フラットなチーム」 
「スキルセット」→「マインドセット」 
「指導・命令・監視」→「伴走」

顧客開発に対する姿勢 
（ビジネスとは何か）

入庁後、2つの出会い



階層的な組織・事務分掌 
指導・命令・監視

自分が大切にしたい人を 
大切にできる仕事へ



自分が大切にしたい人を大切にするために必要なこと

ソリューション・施策調査・分析
成安造形大学UX研修プログラム「UX SHIGA」よりCreated by ruliani from the Noun Project 

thenounproject.com/search/?q=jumping&i=1069712 http://seian-sougou.net/2746



自分が大切にしたい人を大切にするために必要なこと

ソリューション・施策洞察・問題発見調査・分析
成安造形大学UX研修プログラム「UX SHIGA」よりCreated by ruliani from the Noun Project 

thenounproject.com/search/?q=jumping&i=1069712 http://seian-sougou.net/2746

この未知の領域を庁内の若手職員で「経験」する 
プロジェクトにしようと考えた



It's better to be a pirate than join the navy. 
- Steve Jobs
kareprints.com/hand-painted-pirate-flag

いきなり公式で行うことは難しい



約20名の県職員が手を挙げた



トレーニング ロールプレイ 提言



トレーニング ロールプレイ 提言



県内に暮らす4つの人物像の悩みに 
どう応えられるかをみんなで描いた



どうして「うまくいった」のか



「階層的な組織」→「フラットなチーム」



「スキルセット」→「マインドセット」



「指導・命令・監視」→「伴走」



トレーニング ロールプレイ 提言



知事に提言



が、大コケした実際に事業で取り組むことになった



実践を通じた
組織・制度の変革提言

「県民の本音」を起点にした政策を
組織の垣根を越えて生み出しあえる、フラットな行政

実践者が集い
経験を蓄積しあう場

Policy Lab. Shiga が目指すこと

Policy Lab. Shiga は、2018年 11月から、
滋賀県内における行政のデザイン思考の活用実践を応援しあう活動へと変わります。

こういう場も模索していたけど、結局フェードアウト



どうして「うまくいかなかった」のか



• 年度明けると、両事業の担当者や上長が全員異動した

• 所属の業務時間管理・残業時間抑制も厳しくなり 
事務分掌以外の仕事に関わりにくくなった

• Policy Lab. Shiga も 
コミュニティとしての熱が引いて行った

要するに組織的に何もコミットされていなかった 
どころか、組織的には「勝手なことをしている」ように見られた



受け皿となる組織やルールが変わらない以上 
Policy Lab. Shiga のやり方は、組織的には「良好ではない」

「海軍」の中における「海賊」の居場所について



公式化する際に気を付けるべきことは、 
インフォーマルでやっていた時の 
熱意を失うおそれがあるということだ。 
インフォーマルな取組みではなかった 
横槍が入ることもあるので、 
そこには注意しないといけない。

https://note.com/hazuijunpei/n/n8cb42370f390



「階層的な組織・事務分掌」→「フラットなチーム」 
「スキルセット」→「マインドセット」 
「指導・命令・監視」→「伴走」

「型」を外せる公務への模索
一般行政職から 
専門職へ？ 
外に出る？



依法官僚制 legal bureaucracy

•規則による規律の原則（職務執行の非人格性） 
•明確な権限の原則（法律による留保） 
•明確な階層性の原則（命令系統の一元化） 
•専業性の原則（資格任用制） 
•文書主義の原則（活動の客観的記録）

> 接遇態度の尊大化 
> セクショナリズム 
> 強圧抑制の循環 
> 特権意識 
> レッドテープ

行政はここから変わることができるのか



いいこともあった



マイナポイント事業の 
県独自施策を担当



政府のマイナポイント事業で刺さりそうな顧客層のペルソナを係で描き 
県独自施策によって実現させたい体験イメージ（ToBe）を確認したうえで 

そのギャップをどのようにして埋められるかを検討し、 
それをコンセプトに事業運用の対応方針を打っていった



応援する相手である店舗への理解を重視して 
飛び込みで県内店舗をまわって事業説明



決済サービスが独自に加盟店へ周知する際も 
共通のデザインガイドラインを作って 
できるだけ事業者どうしで価値観を共有



短期間集中のキャンペーンのため、 
問合せ対応はコールセンター委託を行わず、主担当＆係員が直接受けることで、 
ペインポイントを発見しやすくし、周知改善をこまめに行えるようにした



たまたま係のスタッフが提言のことを知ってくれていたから

県行政が完全自前でここまでの動きができたのは



信念を持ち続けていたら、誰かに繋がり、広がっていく（きっと）



https://www.socialinnovator.info/process-social-innovation

The process of social innovation

まずは仲間うちで

提案して

試してみて

持続させて

拡張させて

社会が変わる



Thank you


